
くらしサポートこらぼこらぼ 
発達障害児の家庭支援プログラム	

【家庭支援プログラムとは】 
発達障害の子どもさんにとって、その特性に応じた療育をできるだけ早期に行うことは、学校生活や 
社会生活への適応などその後の人生に大きく関わっていきます。 
くらしサポートこらぼでは、個別の療育にご家族の子育ての相談を合わせて行う 
「家庭支援プログラム」を行っています。参加してみませんか？　	

【内容】 
面接～評価～セッション（個別療育＋子育て相談）～フォロー	

①面接～まずお会いして、子どもさんの様子や 
　　　　　　困ったことなどをおうかがいします。 
 
②評価～発達検査（PEP-3、WISC、 
CARS、SM社会生活能力検査等 
（ＬＤ児・ＡＤＨD児診断のためのスクリーニングテスト） 
および直接観察によって、 
子どもさんの得意なところ、難しいところを評価します。 
 
③セッション～評価と面接に基づいて目標を設定し、 
個々に合わせた内容で、課題を準備し、 
学習、コミュニケーション、ソーシャルスキル等について 
支援を行います。子どもさんにひとりスタッフがつき、 
ご家族は別室でセッションの様子をビデオカメラで見ながら、 
担当のスタッフと子育てについての相談をすることができます。 
 
④フォロー～一定期間のセッションの後はご希望の方は 
少集団クラス（プリスクール・小中高放課後クラス）での支援や 
家庭への支援、保育の場や学校への訪問などを行うことができます。	

　　NPO法人くらしサポートこらぼ　　　　	

　　京都郡苅田町尾倉４００６−１９	

　　℡　0930ｰ55-6356　ＦＡＸ　0930-55-6357　　メール　collabo@themis.ocn.ne.jp	

ご利用には児童発達支援または放課後児童デイの支給が必要です。　　　　　　　　　　　
（市町村へ申請が必要）☆ご相談ください	


